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〇環境中における今後の放射性セシウムの分布や移行挙動、農林水産物の濃度予測をするためには、事故直
後に環境中へ放出された放射性セシウム量を精度よく推定することが必要となる。

〇本研究では、これまで推定が困難であった川から海へ流出するセシウム量を簡便に推定する解析モデルを
開発した。(MERCURY(マーキュリー)；Sakuma et al.(2019)、原子力機構2020年1月15日付プレスリリー
ス)【福島大学との共同研究】

〇事故後半年間の川から海へのセシウム流出量は、東京電力福島第一原子力発電所から海への直接放出量
や、大気を経由して海にフォールアウトした量に比べ流出量が2桁程度少ないことなどを示した。

川から海へのセシウム流出量の推定手法を開発

計算結果
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複数の河川に対して、おおよそのセシウム流出量を計算ができる。また、台風など大規模出水時の
セシウム流出量を瞬時に算出可能 ⇒ 自治体施策や地域住民の安心につながると期待されます。

手順①：一時間ごとの降水量から河川水流
量を計算する。

手順②：河川水流量に応じた懸濁物質の流
出量を実測値から推定する。

手順③：セシウム濃度の時間変化を実測値
から推定する。河川中でセシウム
は、懸濁態に付着した成分と水に
溶存した成分が存在するため、そ
れぞれに対して推定する。

手順④：手順①から手順③にて得られた河
川水流量、土砂流量、セシウム濃
度を組み合わせて、合計のセシウ
ム流出量を計算する。

計算対象河川

河川から海洋へのセシウム流出量の推定手法

(TBq)

赤枠で囲われた河川
を対象にモデルを適用
(阿武隈川、小高川、
請戸川、前田川、熊川、
富岡川) 他の河川は
セシウム沈着量との関
係から推定
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＜セシウム流出量の推定手順＞

観測結果と解析モデル※を組み合わせた推定手法

（※ MERCURY：マーキュリー)

観測データと解析モデルを組み合わせることに
より、精度の高い推定手法を開発した。


